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議題提案書 
 
（1）基本情報 

議題種別 協議事項  

議題名 
令和 4 年度の N 連の振り返りと、今年度の課題への取り組み、現在の

審査状況について 

提案者の氏名 今西浩明 

提案者の所属 NGO側連携推進委員会 

提案者の役職 連携推進委員 

 
（2）議題提案の背景 

 
今年度も早や 3か月を過ぎ、今年度の N連新規案件のコンサルテーションも進行して

いると聞いている。今年度も、例年通り各 NGO を対象にしたアンケート調査を踏まえた

N連の要領改訂に向けた要望の取りまとめ、来年度に向けた協議を行う予定である。 

3月に行われた昨年度の第 3回連携推進委員会では、昨年度の N連の状況などの概要

をご報告いただいたが、最終的な総括をご報告いただいた上で、今後について方針や現

状などを確認し、議論することは非常に重要かつ意義のあることと考えられる。 

 

（3）議題の論点（連携推進委員会で議論したい点） 

   

１． 昨年度の N 連の状況について 

昨年度の N 連の状況ついて、外務省側から最終的な新規、継続別の契約案件数や金

額、団体数などの基本的データーおよび今年度の契約に至るまでの審査プロセスやその

他特筆すべき事項について振り返り、総括的な報告いただきたい。 

 

２． 一般管理費導入 3年後の検査結果について 

昨年度は一般管理費 15％が導入されて初めての 3年後の検査を行う年であり、その結

果が今年度の各 NGOの N連申請に反映されている。ついては、初めての 3年後の検査に

ついて可能な範囲で状況を共有いただき、外務省、NGO 双方から振り返り、一般管理費

拡充の目的に照らした制度のあり方、必要に応じた制度の変更や改善について意見交換

を行いたい。 

 

３． 今年度の N連の状況について 

今年度の方針、予算の状況、進行中のコンサルテーションの状況。今後の見通しな

どについて共有いただきたい。 

 

以上の３点の報告や意見交換を踏まえて、今年度や今後の N 連について、更なる検討

課題や改善ポイントなどについて、活発な意見交換や議論を行いたい。 

特に、NGO 側の N 連への申請案件数、金額が増加している中、どのようにその需要に

応えられるかについても、意見交換や議論を行いたい。 
 
 
（4）出席を希望する外務省部局または担当者 
  

外務省 民間援助連携室 松田室長 
 

以上 


